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これまでに、わが国では農地や林地に分布する土壌

の性質を調べ、それに基づく土壌分類体系を確立する

ことにより土壌を適切に利用し、保全してきました。

一方、近年地球温暖化緩和対策としての土壌による炭

素の貯留や水質浄化機能などその重要性が見直され

ており、土壌の持つ多様な機能の評価について社会的

な要請が高まっています。このため、農業環境技術研

究所農業環境インベントリーセンターでは、わが国の

農地土壌を中心に、土壌分類、土壌標本、分布や特

性などの土壌情報より構成される土壌インベントリー

の一体的な整備に着手するとともに、これらを収集、

整理、解析、提供するシステムの再構築を進めてきま

した。同時に、農地や林地といった土地利用の違いに

とらわれずにわが国の土壌を一律に分類できる包括的

土壌分類第1次試案の作成にも取り組んできました。

そこで、こうした取り組みの科学的あるいは社会的

な意義を確認するとともに、国内の関係者に農業環境

インベントリーセンターでの最近の研究成果を紹介

し、今後の課題について議論することを目的として、

本研究会を2月24日（木）、つくば国際会議場で開催

しました。

本研究会には、公立研究機関、大学、行政部局、

独法、民間など合計86名の方々に参加していただき

ました。佐藤理事長の挨拶の後、首都大学東京の小

﨑氏による基調講演がありました。小﨑氏からは、デー

タベースの構築が重要であるだけでなく、利用者を常

に意識した情報の発信方法が重要であると報告があり

ました。引き続き、Ⅰ部では三枝氏（豊橋技術科学大学）

と羽石氏（農林水産省生産局）からそれぞれ「学術会

議からの期待」、「行政から望むこと」と題して講演が

ありました。

Ⅱ部では、農環研のH21～22年度の成果である、

「土壌情報閲覧システム」や「包括的土壌分類第1次試

案」について紹介を行いました。この間、休憩時間には、

会場前のロビーにおいて、土壌モノリス12点、ジャ

イアントモノリス2点や「土壌情報閲覧システム」、「農

業統計情報メッシュデータ閲覧システム」を展示して

担当者が紹介にあたりました。土壌モノリスの説明に

は多くの参加者が集まり、強い関心を持っていること

を実感しました。

Ⅲ部においては、土壌情報の活用例として、稲生主

任研究員から「モデルによる農薬の動態解析」、白戸主

任研究員から「モデルによる全国の土壌炭素蓄積量の

推定」について紹介し、丹羽氏（株式会社ズコーシャ）

からは「土壌情報を利用した作物生産力評価」につい

て最新の成果報告がありました。

土壌インベントリーという基盤的な研究の成果に県

や民間の関係者がどの程度関心があるか心配でした

が、予想以上に多くの参加があり、それぞれの講演に

対して情報交換ができました。

 （農業環境インベトリーセンター長　對馬 誠也）
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